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収　入　の　部支　出　の　部

９億２，２６８万円

８億５，８３６万円

３，７５９万円

２，６７３万円

４８万円

４８万円

営業収益

　給水収益（水道料金）

　受託工事収益（新設負担金など）

　その他営業収益（下水道使用料徴

　収受託料など）

営業外収益

　雑収入（その他）

６億９，２９３万円

２億２７９万円

２，６３８万円

１，２１８万円

１，２４３万円

１，８３２万円

１億５，１０６万円

２億５，１０４万円

１，８７３万円

１億７，１３０万円

１億７，１３０万円

２００万円

２００万円

営業費用

  原水及び浄水費（水の購入費など）

  配水及び給水費（維持管理費など）

  受託工事費（消火栓の新設費など）

  業務費（料金の徴収経費など）

  総係費（その他事業全般の経費）

  職員給与費（人件費）

  減価償却費（配水管など）

  資産減耗費（水道メーターなど）

営業外費用

  支払利息など（借入金の利息など）

特別損失

  過年度損益修正損（料金時効分）

９億２，３１６万円収入計～②８億６，６２３万円支出計～①

③の黒字は、前年度から繰り越された④の３，９１６万
円の欠損金に繰り入れました。その結果、⑤の差
引黒字は、１，７７７万円となります。

５，６９３万円当年度純利益③（②－①）

３，９１６万円前年度繰越欠損金④（累積赤字額）

１，７７７万円当年度未処分利益剰余金⑤（④－③）

【表１】　平成１４年度水道事業損益計算書

【表２】　水道事業経営分析

説　　　　　　　　　　　　　明道内市
順位

平成１３年度
項　　　　　目

平成１４年度

使用水量が落ち込みましたが、料金を改定したことで黒字になりました。２３１０１．２５％経常収支比率（経常費用に対す
る経常収益の割合を表す）
※経常＝（営業＋営業外） 受水量や修繕件数などの減少により、約６㌫上昇しました。－１０６．８２％

３４市の平均額を上回っており、効率的に機能していると判断できます。１０５，３６９万円職員１人当たり営業収益（職員
と収益の効率性を表す） 職員の減員などにより金額がアップし、さらに効率性が増したと判断できます。－６，３２２万円

水道事業にかかわる職員数は、３４市で少ない方の上位です。３３，３５５人職員１人当たり給水人口（職員
と給水人口の効率性を表す） 前年度レベル以上の数値となっています。－３，８２２人

配水効率は、漏水調査などの効果で約1㌫ 上昇し、３４市のほぼ平均となっています。１７８４．７０％有収率（浄水場で作られた水の
使用割合を表す） 前年度に引き続き、漏水調査などの効果で約０．８㌫上昇しました。－８５．５１％

料金収入と使用水量によって、金額が変動します。３４市の平均額より低額です。１１１８１．４０円供給単価（１m３当たりの水の販
売価格を表す） 料金改定による収入増と使用水量の落ち込みの影響で売値が上昇しました。－１８９．８９円

経常費用と使用水量によって、金額が変動します。３４市の平均額より低額です。１１１８４．６６円給水原価（１m３ 当たりの水の生
産原価を表す） 使用水量の減少率が経常費用の減少率を上回ったため、原価が上昇しました。－１８７．０６円

【表３】平成１５年度予算執行状況（平成１５年９月３０日現在）

執　行　率支 出 済 額予　算　額区　　　分

４８．１％４億７，０６０万円９億７，９２２万円収入営業活動に
かかる収支 ３０．４％２億８，６９２万円９億４，２４０万円支出

２２．６％１億円４億４，２００万円収入施設設備に
かかる収支 ４７．４％３億８，５６９万円８億１，４４２万円支出

４０．１％５億７，０６０万円１４億２，１２２万円収入
合　　計

３８．３％６億７，２６１万円１７億５，６８２万円支出

注１． 道内市順位の１４年度欄は、他市の統計が集計されていないため、『　－　』としています。
　２． 各項目の基礎となる数字は、営業活動を示す『営業活動にかかる収支（収益的収支）』を対象にしたものです。

【写真】
　１０月２７日（月）に通水式が行われた柏
木配水池（柏木町）。水道水の安定
供給や災害などの非常時における貯
水量の確保、低水圧の解消などを図
るため、平成１４年度から２カ年の継
続事業として、柏木町の高台に設け
られました。
　この柏木配水池の貯水量は、幌別
配水池が老朽化し、閉鎖された場合
に必要とされる水量を含んでいます。

水道事業会計の財政公表
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